
「つかう」からはじめる町「おおい」

ｰ 年24回のイベントでおおい町をつかいこなそう ｰ

1班 関西大学 都市設計研究室



修士1年
古田萌華

修士2年
島田紗花

修士2年
田中彩英子

学部4年
二宮凜

学部4年
西山航太

私たちが在籍する研究室は、

地域協働型のプロジェクトが多く、活用実験

やワークショップなどの経験が豊富です！

ご評価いただけた際には、おおい町の皆様と

関係性を深く構築し、愛を持っておおい町の

まちづくりに参画します！

１班 関西大学 環境都市工学部 理工学研究科

都市設計研究室

【受賞歴】
2017/2021年度 おおい町まちづくり政策コンテスト 最優秀賞
2023年度 日本建築学会 アーバンデザイン甲子園 優勝
2023年度 シマノコンペ 最終審査進出 他
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調査まとめ
はじめに、コンテストのテーマに関連する事項だけでなく、様々な視点から調査を行い、
その中で着目した点とテーマを基に、アイデアを創出することに取り組んだ。
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着

眼

点

着眼点❷

町民の皆さんにとって、自家用車での移動が基本である

ことに加え、自宅以外の町内における居場所・目的地が

少なく、町に人がいない

着眼点❶

北陸新幹線の東京-敦賀間の開通及び、敦賀-新大阪間の

開通予定により、今後更に鉄道を利用して来る観光客数

の増加が見込まれるものの、2次交通が不足している

調査により気づいた

フィールドワークに行って感じた

※ 2次交通＝駅から観光目的地までの交通・移動手段のこと
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❶鉄道を利用して来る観光客数の増加が見込まれるものの、2次交通が不足している

北陸新幹線の東京-敦賀間の開通及び、敦賀-新大阪間の開通予定により、

今後更に国内外問わず、鉄道を利用して来る観光客数の増加が見込まれる。

【北陸新幹線開通後の
沿線都市と若狭本郷駅までの所要時間】

  

富山   

  

敦賀

  

京都

新大阪

 古 

東京

   国
  都市

   国
  都市

   国
   都市

   国
   都市

  ル、
  、 北

  ル、北京、大連
  、 北

 バロフクス、  ジ ストク
  ル、  、 ル ン、

 ア 、 北

  ル、  、
  、  、
  、 北

  
  

関西国際
  

東京国際
  田   

 田国際
  

    

新   

富山
  

中部国際
  

  ア中 新幹線

東 道新幹線

北陸新幹線

北陸新幹線 東 道新幹線

北陸新幹線   ア中 新幹線

参   北陸新幹線 敦賀  大阪間 の若狭ルートによる  について 

【国際線のある  と新幹線の広域観光ルート】

   駅ｰ若狭本郷駅           

      

      

 時間    

     

 時間     

 時間     

 時間     

 時間     

 時間    

 時間     時間    

 時間    

 時間    

 時間    

京都

  

東京

新大阪

 古 

   

   

 時間    

参    市 所 新幹線・交通まちづくり 

着

眼

点
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❶鉄道を利用して来る観光客数の増加が見込まれるものの、2次交通が不足している

【おおい町における2次交通の種類】

【おおい町における2次交通と距離に対する 題点】

おおい町における2次交通は、運行本数や 数の少なさが 題点として挙がる。

おおい町の特徴として、 “徒歩では遠く、車移動には近すぎる” スポットが点在している。

歩いて観光するには少し遠いな 車で観光するには近すぎてあっという間だな

 
設
 

 
設
 

 
設
 

着

眼

点

※ おおい町 場商工観光 ヒア ン より作 

   線バス    動マイクロ
   ティ

   ンデマンドバス   自 車   ン  ー
  クシー

 
 
点
 
題
点

・町内   行ける
・ 価

・運行本数が少ない

・手 に りられる
・  な場所 行ける

・手 に りられる
・  な場所 行ける

・設  数が少ない

・町内   行ける
・  な場所 行ける

・設  数が少ない
・町内を るには、   
   あっという間

・町内   行ける
・  な場所 行ける

・ 日の 
・ 設間の移動を 
   り すには不 

・設  数が少ない
・  的に移動距離
   が られる
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❷町民にとって、自宅以外の町内における居場所・目的地が少なく、町に人がいない

日常生活において、自家用車での移動が基本であり、休日に自宅で過ごすことが多いこと、

また、おおい町で参加率の高いイベントがアンケートより かった。

【フィールドワーク時に実 したアンケート調査結果 計121人 】

 問 休日の過ごす場所 問１ おおい町内での移動手段

 問  参加したことがあるおおい町のイベント      

自宅 自宅以外の町内

    

その他

バイク
 
 
バス
１   

おおい町以外の 内 他  

徒歩 自 車

  

   

自家用車  ン ル   ティ

        

スー ー大  
   

 のフィ ス 
   

じ んじ  り
   

       人    内  町民    人  町民以外    人  

  問    は、町民の の が対      問 数回  

 るさとフ   ー  ーク
おおい のこ り

   

        

駅 イル 
 ーション
   

スー ー大  たいまつづくり
おおい  マ  ン

   

   り
   

 まつり
   

着

眼

点
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❷町民にとって、自宅以外の町内における居場所・目的地が少なく、町に人がいない

 問の回 に加え、様々なご意見をいただいた。 記は、特に多かったものである。

着眼点❶“町内における交通”と着眼点❷“町に人がいない”の関連性が高いことが かった。

町を歩くことはなく、 て車移動 休日に町内で過ごす場所やお店が少ない

本郷地区と 田庄地区間の移動が少ない
 ンデマンドバスを利用しているが、

町外 は行けなくて不 

【アンケート調査において、 問の回 に加えいただいた意見 一部抜粋 】

   

着

眼

点
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提案  年24回のイベントでおおい町をつかいこなす 

着

眼

点

提

案

と

効

果

 次交通の不足  次交通の  と 実

・   ティの  

・ 次交通運用に けた
       道   

・新たな 設の設計

・イベント時の ならず
     町に人がいる

イベント内で、車移動が多い町民も
新たな   ティを 験して たり 、
二次交通に れる 会をつくる

人が町 出る っかけを生 出し  、
新たな居場所や目的地を 見したり  、

町の  に気づいたりする

イベント

おおい町の 今 おおい町の   来

町に人がいない 町に人がいて活気 れる
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着

眼

点

提

案

と

効

果
 つかう  見えてこなかったまちの  や新たな切り口の 見、町内外の人々の意見を集める

 つくる  町の需要に合った持続 能なものをつくることがで る

提案  んなで つかう 、そして つくる “おおい町流”まちづくりプロセス
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目的・ 割

町内の ン サイクルの 数が少ない

という 題を、町民のご協 によって、

  費用や管理費用を押さえながら解

決する。観光客にとっても町民にとっ

てもメ ットがあるシステ となる。

目的・ 割

現在、おおい町内は、車利用を重視した道 が

多く、新たな   ティ  に けて道   

を行うことで、自 車や新たな   ティの利

用のしやすさを改善する。

  

システ 

町民
町民  出 能日
     の設定

観光客 予 

観光客

アプ で予 管理   な場所で受け し

【ポイント】管理 コストがかからず、
       町民もお  い ぎに！

田ん 沿い  沿い

【案 】
 道  と、車のあまり らない道
 があるため、後 を自 車道と
して 用。 【案】

車どおりも少なく、  も大  
いので、   ティが利用出来る
ように道   を行う。

【案 】
   ティの利用がしやすいよう
な道 を新設。

着

眼

点

提

案

と

効

果

提案１ 自 車シェアシステ 提案    ティ  に けた道 の  
段
階
1

二
次
交
通
の
 
 

段
階
2

 

つ
か
う 

段
階
3

 

つ
く
る 11



観光客 地域 民

  高  
子ども

高  や子どもでも
 行 度が いため  に
  を し ながら移動 

バスの時間を  して運行
バス までの移動手段に活用 能

おおい町内の移動時間を
 し たいと 

  なスポットで りて
その  を し 
または り えを行う

バス まで歩くのが大  

 ンデマンドバスを   では 町民や観光客など
 かと

お りしたいな！

【ポイント】 来の交通 関では行  かなかった
            距離移動のサポートが 能！

【ポイント】地域での回  ードルが くなり、
         に  を組めるようになる！

  ーンスロー   ティとは

時 20km 満で公道を 行 能な

4人以 が れる 気自動車。

目的・ 割

交通が行  かない地域や高  の

移動手段の確保、観光地としての 

次交通の問題を同時に解決する。
※スポット↔バス を移動
スポットは集落内に設 

【運行ルートイメージ図】着

眼

点

提

案

と

効

果

提案   ーンスロー   ティの  
段
階
1

二
次
交
通
の
 
 

段
階
2

 

つ
か
う 

段
階
3

 

つ
く
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目的・ 割

 動   ティの  が拡大し

ていった際、   ティの拠点

を作り、   ティの管理と憩

いの場／居場所として 割を果

たす。また、災害時の一時的な

避難所の 割も果たす。

【災害時のイメージ図】

日常時 災害時

観光客・町民の
憩いの場／居場所

  的に  をしの  間なり、
一時的な避難が 能

   ティ用のバッテ ー
の  の活用

 動   ティの
  や保管場所

 気  気

 イト

ストー 

  

【ポイント】災害時の一時的な避難場所となる。
      に らず、この場所で町の  が保管 能！

【ポイント】日常生活 内の近場で、
 用がなくても行こうと える居場所づくり

 
 

 
宅
地

    

  災害避難所よりも近い場所 つ、

 ザードマップで  な  アを 定

 
地 拠
点

着

眼

点

提

案

と

効

果

提案４新たな   ティの拠点づくり
段
階
1

二
次
交
通
の
 
 

段
階
2

 

つ
か
う 

段
階
3

 

つ
く
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年24回のイベントを行うにあたり、運営チー の ならずイベント参加 にも

目標を設定を視覚的に かりやすく理解してもらうために おおい町9の目標 を作 。

まちづくりの おおい町9の目標 

着

眼

点

提

案

と

効

果

段
階
1

二
次
交
通
を
 
 

段
階
2 

つ
か
う 

段
階
3

 

つ
く
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ヒア ン 調査で参加経験があると回 の多かった既存のイベント(8つ)と、

私たちが考案した新規のイベント(16つ)を合わせて、計24回 のイベントで構 。

着

眼

点

提

案

と

効

果

年24回のイベント一覧

段
階
2

 

つ
か
う 

段
階
3

 

つ
く
る 

段
階
1

二
次
交
通
を
 
 

段
階
2 

つ
か
う 

段
階
3
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16の新規イベント

フ イヤー案
着

眼

点

提

案

と

効

果

イメージを持っていただけるよう
フ イヤーを作 して ました！

段
階
1

二
次
交
通
を
 
 

段
階
2 

つ
か
う 

段
階
3
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年24回のイベントを企画･運営する“チー おおい”という団 を組織することで、

イベントを通して、まちづくりに繋げるという明確な目標を掲げ、実行することが 能。

着

眼

点

提

案

と

効

果

まちづくりを考えるチー 

イベント参加 

 チー  おおい 

年   回のイベントの企画運営など  の取りまとめ 
＝イベントを通してまちづくりに繋げる 割

現在おおい町で
イベント開 している団 

おおい町で活動する
団 ・お店

  の町民 おおい町に協 
してくれる町外の団 

・行政 ・  会 おおい

・商工観光協会 ・            

・地域おこし協     

        ヒア ン より 

中 となって
まちづくりに参加する意 

のある町民

 ー ー的 割！

イベント で  する運営チー 

協 協 協  え    

実  制

“チー おおい”

段
階
2

 

つ
か
う 

段
階
3

 

つ
く
る 

段
階
1

二
次
交
通
を
 
 

段
階
2 

つ
か
う 

段
階
3
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1.日時

2025年6月14ｰ15日  ｰ日 

2.会場

佐 利地区

3.「9の目標」該当項目

③新しい二次交通を考えよう

⑤もっと町を知ろう

⑦災害に強い町になろう

⑨コ ュ ティ作りをしよう

4.イベント内容

謎解 などを通して び感覚で防災を学 ！ を出し合って災害ト  ルを解決したり、

避難生活の 験を行う。イベントを通して、実際災害が起こった際の避難経 や場所やルール
などの再確認しよう！➡居場所確保として 動   ティなどの新たな二次交通を使う。

着

眼

点

提

案

と

効

果

詳細イベント案❶

 あそび防災
謎解 キャンプ 

段
階
1

二
次
交
通
を
 
 

段
階
2 

つ
か
う 

段
階
3

 

つ
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会場費

項目 費用  考

 常 費

防災  
 ン ル 

広 費

   あ ーシャン大 を 定

イベント内で  る 常 

防災に関するデ ンスト ーション用

フ イヤー  費用

イベントで使う  や   など

   

  ・  費    

   

    

着

眼

点

提

案

と

効

果

イ
ベ
ン
ト
 
で
 
 
す
る

 
 
 
 
 
 
運
営
チ
ー
 

若狭 防組合

チー 
おおい

関大 都市設計研究室

【 割】 当日の運営
・設営      現場運営    

協 

開  
・

事  【 割】 
・イベントフ イヤーの作 
・当日の設営      現場運営    

町民     

【 割】 当日の運営
・設営      現場運営    

おおい町 自 防災組織

【 割】防災  の実 
・避難   ・    
・ 出   ・避難運営     

段
階
1

二
次
交
通
を
 
 

段
階
2 

つ
か
う 

段
階
3

 

つ
く
る 

5.概算費用

7.実  制案

6.イベントイメージ
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詳細イベント案❷

 やって た  ンピック 

1.日時

2025年7月13日 日 

2.会場

おおい町  

3.「9の目標」該当項目

①町を大 く使おう

④子どもの 会損失を無くそう

⑥  アの 断を失くそう

⑧町の自然を使おう

4.イベント内容

“やって た” のマインドで、普段なかなか れることのないスポーツをおおい町で 験！

実際の  ンピックのようにおおい町内  を使って、町内 地で同時に競技を開 ！
➡会場の行 来に 動   ティなどの新たな二次交通を利用 験。

着

眼

点

提

案

と

効

果

段
階
1

二
次
交
通
を
 
 

段
階
2 

つ
か
う 

段
階
3

 

つ
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5.概算費用

7.実  制案

着

眼

点

提

案

と

効

果

イ
ベ
ン
ト
 
で
 
 
す
る

 
 
 
 
 
 
運
営
チ
ー
 

若狭高 学  部活動

チー 
おおい

【運動部 割】 競技サポート
・競技  ルール 明 ・審      

【  部 割】   
・競技実  ・会場ア  ンス    

関大 都市設計研究室

【 割】 当日の運営
・設営      現場運営    

協 

開  
・

事  【 割】 
・イベントフ イヤーの作 
・当日の設営      現場運営    

町民     

段
階
1

二
次
交
通
を
 
 

段
階
2 

つ
か
う 

段
階
3

 

つ
く
る 

競技  
 ン ル･  費

項目 費用  考

競技   

広 費

    アーチェ ー･ 的･バイクなど

一部競技の    の のご  

フ イヤー  費用

イベントで使う  や   など

   

  ・  費    

   

   ティ  型  ン ル    

6.イベントイメージ
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詳細イベント案❸  フ   ー  ーク特別編探して集めろ！フィル ス ンプ  ー 

1.日時 2025年10月11･12日  ･日 2.会場おおい町  

3.「9の目標」該当項目

①町を大 く使おう③新しい二次交通を考えよう⑤町を知ろう⑥  アの 断を失くそう

4.イベント内容 年おおい町で行われる“ るさとフ   ー  ーク”の特別編！本企画では、
町  で行うことを目的とする。 “フィル ” で切り取られた町の  を探して集めるス ン
プ  ー。➡広域企画なので、  ーンスロー   ティやバスに って移動 能。

着

眼

点

提

案

と

効

果

段
階
1

二
次
交
通
を
 
 

段
階
2 

つ
か
う 

段
階
3

 

つ
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会場費

項目 費用  考

  費

広 費

    本部として利用する   所の 設

町の特  などを 定

フ イヤー  費用

イベントで使う  や   など

   

  ・  費    

   

   会場費 本部となる 設における費用

着

眼

点

提

案

と

効

果

イ
ベ
ン
ト
 
で
 
 
す
る

 
 
 
 
 
 
運
営
チ
ー
 

佐 利 学  
 子 れあい学 

チー 
おおい

関大 都市設計研究室

【 割】 当日の運営
・設営      現場運営    

協 

開  
・
事  【 割】 

・イベントフ イヤーの作 
・当日の設営      現場運営    

町民     

【 割】当日の案内
・ ス ート時の ジ    
・ スポットでの
  ス ンプのサポート    

段
階
1

二
次
交
通
を
 
 

段
階
2 

つ
か
う 

段
階
3

 

つ
く
る 

5.概算費用

7.実  制案

6.イベントイメージ

23



着

眼

点

提

案

と

効

果

段
階
1

二
次
交
通
を
 
 

段
階
2 

つ
か
う 

段
階
3

 

つ
く
る 「おおい」の 来予 

おおい町を つかう ことで、町の 来を つくる 
そんなまちづくりに地域の皆さんと一緒に挑戦したいです！


